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Optical vortex laser printing technology 
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光渦とは位相特異点を持つ光波の総称であり、螺旋状波面に由来する軌道角運動量を有することと、位

相特異点に由来する環状強度分布を持つことが知られている。光渦を金薄膜の基板に照射すると、融解

した金微粒子がフィラメンテ―ションを起こして直進的な飛翔運動をすることが分かっている。それら

の結果を踏まえ、新たな印刷技術を提案する。本講演では、光渦を基盤に塗布したインクに照射して、イ

ンク液滴の飛翔を観測した。 

実験には波長 532nm、パルス幅~3ns、繰返し周波数 50Hzのパルスレーザーを用いた。レーザー光を螺

旋位相板と 1/4波長板を用いて波面と偏光を変調して光渦へ変換し、レンズでインク塗布基板にスポット

サイズを 50~100mに集光して実験を行った。その際の実験光学系を図 1に示す。前方方向にインク液滴

が飛翔し、その液滴を基板に平行に距離を 1~4mm離し設置したインクジェット紙基板に付着させ、その

付着されたドットの形状を計測した。詳細は当日の講演で発表する。 

 

  

Fig.1 Experimental setup                         Fig.2 Flight of droplets 
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